










































































































































































【方法】1. 「NURSE」の学習会の実施  2. 介入場面の事例検討会の実施  3. キャリア開
発ラダーの評価会の実施  4. 自己効力感およびストレスセルフチェックの調査によ
る評価  【結果】1. 学習会開催2回  2. 事例検討会の実施件数21回  3. キャリア開発ラ
ダーの評価会の実施件数8回  4. 自己効力感：6.8→8.0  ストレスセルフチェックの総
合健康リスク：105→86 【考察・まとめ】「NURSE」を学習し感情表出に特化したコミュ
ニケーション方法を習得し、患者の意思や感情を意図的に聴き出し、患者や家族の
ニーズをとらえ意思決定を支援する看護を実践できるようになった。そして、事例
検討会やラダーの評価会でその看護実践を振り返り語り合うことが、看護師の自信
にもつながった。そのことが、看護師のやりがい感につながり、自己効力感の向上
および総合健康リスクの軽減にも影響したと考える。
